
公益財団法人宇部市文化創造財団 

２０２３事業年度第２回臨時評議員会議事録 

１ 開催日時  ２０２４年２月２１日（水） １４時００分～１５時００分 

２ 開催場所  宇部市渡辺翁記念会館 １階 会議室 

３ 評議員現在数及び出席評議員数並びにその氏名 

   評議員現在数  ５名   

 出席評議員数  ５名 

出席した評議員の氏名 二木寛夫 福田隆眞 井原  毅 脇 和也 野口政吾  

４ 出席した理事及び監事の氏名 

   出席した理事の氏名 渡邊祐二   

出席した監事の氏名 中嶋羊治 片岡謙蔵 

５ 議長の氏名 脇 和也 

６ 議事録署名人の氏名  二木寛夫 井原  毅 

７ 議事 

第１号議案 ２０２４事業年度の事業計画について 

   第２号議案 ２０２４事業年度の収支予算について 

   第３号議案 公益目的事業等の内容の変更届について 

報告事項  規程類の改正について 

８ 議事の経過及びその結果 

（１）定足数の確認等 

評議員５名のうち、過半数以上が出席し過半数以上が出席しているので、本臨時評議員会は

適法に成立。 

定款第２１条に基づき、脇評議員が議長に就任した。 

（２）議案の審議状況及び議決結果等 

第１号議案 ２０２４事業年度の事業計画について 

第２号議案 ２０２４事業年度の収支予算について 

議長の求めに応じ、事務局より２０２４事業年度の事業計画並びに収支予算及び資金調達、

設備投資の見込みについて２件一括で説明の後、議長により出席評議員に質疑等の意見がない

か求めたところ、下記のとおり質疑があった。 

野口評議員 

  事業内容ではない部分ですが、宇部市は昨年勤労青少年会館が閉館し、福祉会館も休館

になり、文化会館も使えないということで、市民の皆様から難民が出るのではないかとた

くさんのお叱りを受けております。教育委員会では青少年会館を管理しておりましたが、

代替施設を紹介してほしいという声がたくさんあります。そこで文化会館の改修はいつま

でですか。 

 

 



事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

  ２年間、令和８年３月までの予定です。 

野口評議員 

この改修は耐震ですか。それとも何か少しプラスした施設ができるのでしょうか。 

渡邊理事長 

文化会館の改修につきましては、主体で進めているのは宇部市で、宇部市からは、大き

く二つ改修の目的があり、一つ目は、旧耐震に対応しかしてないので、今の耐震基準に見

合うよう耐震改修を行うということ、二つ目は、老朽化しているので、その改修を行うと

聞いております。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

先日の理事会にご出席された宇部市観光スポーツ文化部長である冨田理事からお話が

ありました。 

外壁改修、屋上の防水を行い２０年程度使えるように長寿命化し、文化ホールについて

は、座席をゆったりと座れるように５００席から４００席ぐらいに減らし、他市で落下事

故があった吊り天井の改修、その他、全体的に痛んでいる壁、天井、床等の内装の改修を

行う。また、今まであった喫茶をセルフカフェにし、施設利用者が打ち合わせをしたり、

学生が勉強したりできる多目的ルームを作り、トイレをすべて洋式に変え、収蔵庫も収納

力がアップするように改修するということでした。 

渡邊理事長 

もう一つお話のあった休館中の対応について、財団職員には、今まで文化会館で利用の

あったものを記念会館で受け入れができないかということと、他の施設と連携を図り代替

施設の紹介ができないか等、検討してもらっております。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

代替施設の相談は受けております。他の場所で行うことにより、今まで来られなかった

方に文化に触れる機会を提供できるのではないかと期待しております。 

福田評議員 

  事業の評価、検証は、具体的にはどのように行うのでしょうか。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

  宇部市のように全世帯へのアンケートはできないので、来場者へのアンケートが中心に

なると思います。そして事業を行った際のアンケートを次年度の事業計画の参考とします。 

福田評議員 

  財団自体の外部評価や評価委員会はありませんか。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

それはありませんが、６月の理事会、評議員会において、各事業ごとに数値的なアウト

プットとアンケート結果を記載したものを事前に皆様方にお配りし、色々なご意見いただ

いております。 

福田評議員 

コミュニケーションショップの具体的な内容を教えていただきたい。 



事務局（河内） 

子供から青少年、お年寄り、そして障がいをお持ちの方が、人と人との繋がりが希薄に

なっている世の中で、演劇的手法でコミュニケーション能力を向上させる方策で、ワーク

ショップリーダー養成講座を経験したメンバーで作っている seeds of joy と財団スタッ

フがアウトリーチで小学校、障がい者施設、学童保育等でコミュニケーションワークショ

ップを行います。具体的な活動はこれからになりますが、社会包摂というのは今一番大事

なところなので、もっと広げていきたいと考えております。 

福田評議員 

  参加者はどれぐらいですか。 

事務局（河内） 

  会場によって、学校であれば１クラス３０人ぐらいですが、あまり多いとスタッフがフ

ォローできないので、スタッフの人数と参加者のバランスを考えながら行います。 

  私共は社会包摂事業の先進である岐阜県可児市のアーラを参考にしており、岐阜県だと

高校の授業で、演劇的手法を用いたコミュニケーションワークショップを行い、不登校や

中退する生徒が少なくなったというのが数字で表れており、目指すところはそこになりま

す。評議員の皆様にも実施場所についてご提案いただけると幸いです。 

福田評議員 

  文化そのものではなくコミュニケーションというところに目を付けたのはとても良い

ことだと思います。 

二木評議員 

少子高齢化等の社会課題の解決への貢献で、次代を担う子どもたちの育成事業の子ども

の定義は小中学生ですか。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

  将来的には小学生よりも下の世代まで広げられればと考えております。 

事務局（河内） 

  青少年というくくりになりますので、小中高生の育成と考えております。現在の計画で

は小中学生となっておりますが、先程のコミュニケーションワークショップは高校で実施

するということもございます。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

  子育て世代を応援する事業を共催事業にできればとも考えております。 

二木評議員 

  予算について、管理費の人件費が増えているのは宇部市への出向者の分ということです

よね。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

  はい、その分です。あと、事業費の人件費が減っているのは、文化会館が休館になりま

すので、退職者の補充をしないためです。 

渡邊理事長 

  退職者の補充をしないということもあり、人件費全体で約１千万円の減となっておりま



すが、現在それ以上に人手不足の状態です。皆様方のお知り合いで文化芸術にかかわる仕

事をしてみたいという熱意のある方がおられたら、ぜひ紹介していただきたいです。 

野口評議員 

  次世代育成ということで、子どもたちが豊かな体験活動ができる場を設定していただい

て感謝しております。 

昨年私は第九歓喜の歌に参加させていただき感動し、今年も参加できればと考えており

ますが、昨年は高校生も参加しており、市内の小中学生を招待するという取り組みもして

おられましたね。 

事務局（河内） 

  小中学生の招待は、ご寄附をいただいて行ったものです。 

野口評議員 

  次世代育成のためには、それを経験するのも大事ですが、まずは見に行く機会があり、

素晴らしいので参加したいということから始まることも多いと思います。これからの主催

事業で、小中学生を招待するということは考えておられますか。 

事務局（河内） 

  可能な限りということになります。 

ただ、子どもたちが騒いだりということがありましたので、鑑賞するだけではなく鑑賞

者育成をしていくことも課題としております。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

  中学生を記念会館に招待し、本物の舞台、本物の音楽を見てもらう、子ども夢チャレン

ジ事業も計画しておりますので、教育委員会にもご協力よろしくお願いいたします。 

野口評議員 

色々な文化団体と接する機会があって、どの団体も後継者、次世代の育成が課題だと言

われます。我々もできることは協力しますので、可能な限り招待の機会を増やしていただ

ければと思います。 

他に質疑等がなかったので、出席評議員に賛否を諮ったところ、各議案については次のとお

りとなった。 

第１号議案 ２０２４事業年度の事業計画について 

原案どおり出席評議員全員異議なく承認可決した。 

第２号議案 ２０２４事業年度の収支予算について 

原案どおり出席評議員全員異議なく承認可決した。 

第３号議案 公益目的事業等の内容の変更届について 

議長の求めに応じ、事務局より公益目的事業等の内容の変更届について説明の後、議長によ

り出席評議員に質疑等の意見がないか求めたところ、下記のとおり質疑があった。 

二木評議員 

  変更箇所に下線を引く等していただけるとわかりやすいです。 

事務局（常務理事兼事務局長 小林） 

  検討いたします。 



他に質疑等がなかったので、出席評議員に賛否を諮ったところ、原案どおり出席評議員全員 

異議なく承認可決した。 

報告事項 規程類の改正について 

議長の求めに応じ、事務局より規程類の改正について説明があった  

 

以上をもって議案の審議を終了したので、１５時００分に議長は閉会を宣言し、解散した 

 

この議事録が正確であることを証するため、議長及び出席した評議員から議事録署名人とし 

て選出された二木寛夫評議員、井原毅評議員は記名押印する。 

 

 

２０２４年２月２１日 

 

 

 

                   議    長   脇  和 也      

 

 

 

                   議事録署名人   二 木 寛 夫      

 

 

 

                   議事録署名人   井 原  毅     

 


